
0

はちのへ創生総合戦略の概要

 第２期総合戦略の計画期間が終了

 国の「地方創生2.0」の起動

令和７年３月 はちのへ創生総合戦略を策定
(計画期間:R7(2025)～R11(2029))

１ 八戸が好きになる、未来を創る「ひと」を育てる

２ 八戸で働きたくなる、魅力的な「しごと」をつくる

３ 八戸に住み続けたくなる、共に生きる「まち」をつくる

ひと

まちしごと

チーム
はちのへ

第２期総合戦略
までとの違い

これまでの総合戦略の成果と課題を検証するとともに、

国の考え方を踏まえた新たな総合戦略が必要…

基本目標

第２期総合戦略まで はちのへ創生総合戦略

①全体構成 １つの戦略の中に、「総合戦略」と
「人口ビジョン」を一体的に登載

「総合戦略」と「人口ビジョン」を
それぞれ独立させる形で更新・策定

②基本目標 ４つの基本目標を設定 ３つの基本目標を設定

資 料 ３
令和７年１０月１７日

R ０ ７ 総 市 委 ０ ９
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人口の推移
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年少人口 生産年齢人口 老年人口 年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合（千人）

245,528
248,691 247,983 249,358 248,608

244,700 237,615
231,257

223,415

（構成比率）

資料：「国勢調査」（総務省） ※昭和40年(1965)年～平成12(2000)年は旧南郷村の人口を含む
※2010年以前の人口は原数値、2015年及び2020年の人口は不詳補完値を含む

当市の人口動態
【総人口の推移】
 当市の国勢調査における人口は、合併前の1995(H7)年における旧南郷村の人口を合わせた249,358人をピークに減少傾向に転じ、

2020(R2)年には223,415人となっています。
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人口の推移

【自然動態の推移】
 2004(H16)年までは出生数が死亡数を上回る自然増となっていましたが、2005(H17)年に初めて自然減に転じ、2007(H19）年以降

は自然減が拡大している状況で、2023(R5)年には自然減の人数が初めて2,000人を超え、2,177人となっています。

00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

出生数 2,452 2,339 2,329 2,213 2,143 2,001 2,057 1,968 1,935 1,823 1,869 1,881 1,871 1,797 1,797 1,737 1,787 1,597 1,604 1,466 1,379 1,288 1,234 1,158

死亡数 1,654 1,799 1,772 1,907 1,962 2,022 2,027 2,137 2,134 2,329 2,365 2,349 2,497 2,513 2,570 2,599 2,630 2,717 2,805 2,883 2,775 2,991 3,182 3,335

自然増減数 798 540 557 306 181 -21 30 -169 -199 -506 -496 -468 -626 -716 -773 -862 -843 -1,120 -1,201 -1,417 -1,396 -1,703 -1,948 -2,177

798 
540 557 

306 181 
-21 30 
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出生数 死亡数 自然増減数

資料：令和６年度版「八戸市統計書」

（人）
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人口の推移

【合計特殊出生率及び出生数】
 2016(H28)年には、合計特殊出生率が過去10年間では最高の1.53となりましたが、その後は減少傾向に転じ、2019(R元)年以降

は、八戸市の数値が国や青森県を下回る状況が続いています。出生数についても徐々に減少しています。
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資料：厚生労働省「都道府県別にみた年次別合計特殊出生率」、八戸市こども未来課、総務省自治行政局「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」

（人）
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人口の推移

【社会動態の推移】
 2000(H12)年以降は、転出者数が転入者数を上回る転出超過の状態が続いています。転出者数はコロナ禍の影響で、2020(R2)年か

ら2022（R4）年にかけて減少しましたが、2023(R5)年はコロナ禍前の数値に戻りつつあります。
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（人）

00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

転入数 8,773 8,910 8,705 8,427 8,112 7,871 8,011 7,361 7,315 7,099 7,067 7,135 7,380 7,153 7,193 7,099 6,757 7,145 6,743 6,800 6,405 6,263 6,830 6,412

転出数 9,742 9,321 9,414 9,312 9,202 8,689 9,212 9,001 8,906 8,322 8,154 7,488 7,639 7,992 7,737 7,909 7,603 7,853 7,861 7,613 6,976 6,971 7,087 7,262

社会増減数 -969 -411 -709 -885 -1,090 -818 -1,201 -1,640 -1,591 -1,223 -1,087 -353 -259 -839 -544 -810 -846 -708 -1,118 -813 -571 -708 -257 -850

資料：令和６年度版「八戸市統計書」
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人口の推移

【年齢階級別の人口移動の長期的動向】
 ５年ごとの年齢階級別の人口移動の状況を見ると、長期的な動向として、おおむね10代後半の人口が転出超過により大幅に減少

する一方で、20代から30代前半にかけては、若干の転入超過の傾向がみられます
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資料：総務省自治行政局「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」 ※2012年度以前は4月1日から3月31日までの間、2013年以降は1月1日から12月31日までの間の人口動態
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人口の推移
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213,173
201,707

163,879

223,415

189,426

【当市の将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所準拠の推計）】

 国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口（2050年以降は、同研究所の推計方法に準じて国が推計）によれば、現状のまま
人口減少が続く場合、当市の人口は2040(R22)年に176,687人、2060(R42)年には125,016人まで減少すると推計されています。

 生産年齢人口の構成割合は、2040年に50.2％と総人口の約半分まで下がり、2060年には44.8％まで落ち込む一方で、老年人口の
構成割合は47.8％まで増加すると予想されています。また年少人口の構成割合は7.4％まで減少すると推計されています。

資料：総務省「令和２年国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」 （2050年以降は同研究所の推計方法に準拠し、国が推計）

（千人）

176,687

151,087

138,099 125,016
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当市の人口の将来展望

① 合計特殊出生率
2030年に1.8、2040年までに2.07まで改善

② 平均寿命
2040年に全国平均(国の長期ビジョンの想定値：

男性83.27歳、女性89.63歳)並みに。
※参考：平均寿命（2020年）

【八戸市】男性79.3歳、女性86.4歳
【青森県】男性79.27歳、女性86.33歳

③ 2025年以降に社会減が縮小し始め、
2035年に移動均衡に達する状態に。

仮
定

 国立社会保障・人口問題研究所準拠の将来推計人口によれば、現状のまま人口減少が続く場合、当市の人口は2060年において約
12万５千人まで減少すると推計されます。

 これに対し、出生率の向上や平均寿命の延伸、人口流出の歯止めといった仮定が実現する場合、当市の人口は2060年において約
15万５千人となると推計されます。

資料：国立社会保障・人口問題研究所「地域別将来推計人口」 （2050年以降は同研究所の推計方法に準拠し、国が推計）
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はちのへ創生総合戦略

基本目標１ 八戸が好きになる、未来を創る「ひと」を育てる

 当市の人口における社会動態は、進学や就職を機に10代後半から20代前半にかけて大幅な転出超過、20代半ばから30代前半にか

けてわずかな転入超過の傾向が見られ、全体としては転出超過による人口減少が進んでいる状況です。

 これらを克服するためには、生まれ育った地元を知る機会の創出や移住・定住に関する取組の強化などを推進し、八戸市を訪れ

たい・住みたいと思う人を増やしていくとともに、様々なきっかけから八戸市に興味を持ち、継続的につながりを深めることが

できる仕組みをつくることで、関わる人が訪れたくなるまちを目指していきます。

 また、次代を拓いていくこどもや若者が心身ともに健やかで心豊かに成長できるよう、地域全体でこどもたちを守り育む体制づ

くりや学校教育の充実、こどもや若者の主体的活動など、当市の実情に合わせたこども・若者施策を展開します。

数値目標：令和11（2029）年度 ■ 転出者に対する転入者の割合：現状より上昇（令和５年：0.87）

■ 八戸市に愛着や誇りを感じている人の割合：現状より上昇（令和６年：70.5％）

主な施策：【施策１】 次代を拓く人を育む

【施策２】 選ばれるまちをつくる

【施策３】 地元とのつながりの維持・拡大
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はちのへ創生総合戦略

 人口減少が進行するとともに、2025(R７)年には団塊の世代全員が75歳以上の後期高齢者となり、高齢化がより一層進行していく中にあっ
ても、地域経済の縮小を克服していくため、若者を中心に「八戸で働きたい」と思える魅力的な雇用機会を創出し、多様な担い手確保や
高度人材・専門人材の育成を図ります。

 また、誰もが安心して働くことができる多様な働き方を推進するとともに、産学官等の連携強化を図り、地域産業の裾野拡大と新たなビ
ジネスへの展開やチャレンジ意欲の高い事業者や若者等を支援することで地域内でのイノベーション創出を目指します。

 新たな感染症や自然災害の激甚化、国際情勢の急変等、社会情勢の予測が難しい中にあっても、農林畜産業や水産業といった第一次産業
や中小企業等を中心とした経済活動の持続可能性を高めるとともに、当市の特色ある地域産業の基盤を強化します。

基本目標２ 八戸で働きたくなる、魅力的な「しごと」をつくる

数値目標：令和11（2029）年度 ■ 市内高校・大学の就職希望者に占める管内事業所への就職率：

高校：46.6％（令和６年：41.6％）
大学：33.0％（令和６年：28.0％）

■ 納税義務者一人当たりの総所得：現状より増加（令和６年：2,601千円）

主な施策 【施策１】 地域の活力を生むしごとの基盤強化

【施策２】 しごとと人をつなげる

【施策３】 しごとの場や機会を創出する
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はちのへ創生総合戦略

基本目標３ 八戸に住み続けたくなる、共に生きる「まち」をつくる

数値目標：令和11（2029）年度 ■ 合計特殊出生率：1.68（令和５年：1.19）

■ 三大生活習慣病の標準化死亡比：

・悪性新生物 男性・女性ともに100（令和４年：男性113.6 女性109.5）

・心疾患 男性・女性ともに100（令和４年：男性113.4 女性119.6）

・脳血管疾患 男性・女性ともに100（令和４年：139.6 女性133.2）

主な施策：【施策１】 生き生きと自分らしく暮らせる環境づくり 【施策２】 安心してこどもを産み育てられる環境の整備

【施策３】 快適な生活環境の維持 【施策４】 地域の安心・安全の確立

 結婚・妊娠・出産から子育てにわたって、一体的な支援体制の充実により、誰一人取り残さない、切れ目ない包括的支援に取り
組み、安心してこどもを生み育てられる環境づくりを推進します。

 性別や年齢、国籍等に関わらず誰もが自分らしく暮らすことができるまちを目指すとともに、市民をはじめ、産学官金労言等の
ステークホルダーなどと団結して、ワンチームで住みよいまちづくりに取り組みます。

 防災・防犯体制や地域の医療体制の強化により住み慣れた地域で安全・安心で健やかに暮らすことができる環境づくりを推進す
るとともに、公共交通の利便性向上やデジタル技術を活用したまちづくり、ICTやAI等を活用した行政サービスの提供など、誰も
が便利で快適な生活環境を地域が一体となって整備します。

 これらの取組を通して、人口減少下にあってもなお、社会を機能させる適応策を講じながら、誰もが住みたい・住み続けたいと
思えるまちづくりに取り組みます。
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はちのへ創生総合戦略の施策体系

基本目標 展開する施策

基本目標１
八戸が好きになる、
未来を創る「ひと」を育てる

【施策１】次代を拓く人を育む
① 特色ある学校教育の充実
② こどもの育ちを支える環境の整備
③ こども・若者の活躍の場の創出

【施策２】選ばれるまちをつくる
① 移住・定住・UIJターンの促進
② 若者・女性の地元定着の促進
③ 地元を知る機会の創出
④ 文化芸術・スポーツ・観光の振興
⑤ 高等教育機関の魅力創出

【施策３】地元とのつながりの維持・拡大
① 地域の魅力の情報発信の充実
② 「関係人口」の創出・拡大
③ 広域連携の推進

基本目標２
八戸で働きたくなる、
魅力的な「しごと」をつくる

【施策１】地域の活力を生むしごとの基盤強化
① 持続可能な第一次産業の振興
② 中小企業等の経営強化
③ 販路の拡大と八戸港の物流機能の強化
④ 観光産業の高付加価値化

【施策２】しごとと人をつなげる
① 多様な働き方の実現
② 人材の確保・育成の促進
③ 外国人材の活用の促進

【施策３】しごとの場や機会を創出する
① 企業誘致の促進と雇用の拡大
② 事業者や若者のチャレンジへの支援
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はちのへ創生総合戦略の施策体系

基本目標 展開する施策

基本目標３
八戸に住み続けたくなる、
共に生きる「まち」をつくる

【施策１】生き生きと自分らしく暮らせる環境づくり
① 協働・共創のまちづくりの推進
② 高齢者・障がい者等への支援の充実、社会参加の促進
③ 男女共同参画や多文化共生及び多様な性の在り方を尊重する社会づくり
④ 健康づくりの推進

【施策２】安心してこどもを産み育てられる環境の整備
① 妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援の充実
② 出会いの場の創出と結婚支援の充実
③ ワーク・ライフ・バランスの推進

【施策３】快適な生活環境の維持
① 市民サービスのデジタル化とデジタル技術を活かしたまちづくりの推進
② コンパクトなまちづくりの推進
③ 多様な交通手段による交通ネットワークの維持
④ 地球環境に優しいまちづくり

【施策４】地域の安心・安全の確立
① 質の高い医療環境の整備
② 安心・安全で持続可能なまちづくり
③ 防災力の強化


